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スクラムの輪 

 「令和５年度に向けて」 宮代まちづくり協議会 

              会長 西川 一明 

 

 令和5年度に入り、一ヶ月が経過 

 しました。令和２年～４年には 

 コロナ感染症で世界中が大変で 

 した。本年５月より５類となり 

 インフルエンザと同じ扱いにな 

 ります。垂井町の感染者もゼロ 

 の日も多くなり、コロナ以前の 

 活動が出来ようとしています。 

 宮代まちづくり協議会も、本年 

 度は三大行事（夏祭り・運動会・ 

 文化祭）を中心にいろいろな事 

 業を実施して行きたいと思って 

 おります。 

 ２月には宮代防災会も設立させ 

 安全・安心なまちづくりを、 

 宮代在住の方々と協力して行っ 

 ていきたいと思います。 

  

いざという 

時のために、 

避難所運営 

訓練や、 

避難訓練を 

行う計画を 

立てています。 

また、11月には防災に関する講演会

も予定しておりますのでその際は 

皆様方のご協力をよろしくお願い 

いたします。 

４月のまちづくり協議会総会では、

新しい役員も決定され各部長を中心

に活動して行きます。ぜひ皆様の 

積極的なご参加も重ねてをお願い致

します。 
  

 宮代朝倉公園の南の道路     
 

 尾崎行雄（憲政の神様）が 

 1912年にアメリカに贈った 

 サクラの返礼品として1915年 

 に苗木が贈られて来ました。 

 開花時期は４～５月。 

 特性は、ゆっくり確実に育ち、 

 逆境に耐え、花を咲かせる事。 

 花言葉 「返礼」｢永続性」 

「私の思いを受け取ってください」 

 意外なのは、 

 英名「犬の木」(Dogwood） 

撮影：福本 莞さん 

ハナミズキ「花水木」 

撮影  福本 莞さん                



２ 

 

行 事 予 定 ※各種教室などには別途チラシや案内書、又は記載されていないサークル活動 

   や団体活動等があります。詳細はまちづくりセンターまで問い合わ下さい。 

  

  

     事  業  名 日 時 曜日 場 所  備   考 

１ 草刈りボランティア １日 
８：00～９：00 月 宮代小学校   

 

２ 
 

水彩を楽しむ会 
 

６日・,２０日 

９:00～11：３0 
土 

まちセン 
 小会議室 

 会員募集中 

 

３ 絵手紙教室 
７日・2１日 

1３：00～15：00 日 
まちセン 
 大会議室 

 会員募集中 

 

４ 「伝統文化 お花教室」 
１０日 

８：３５～1０：00 水 宮代小学校  小学校３年生 

５ 青少年育成推進委員会役員会 
１４日 

19：00～20：30 日 
まちセン 
 大会議室   

６ 農場体験教室「トウモロコシ・さつま芋の苗植え」 
１９日 

10：35～11：50 金 体験農場  小学校1・2年生 

７ いきいきふれあいサロン 
２０日 

９：３0～1２：00 土 
まちセン 

 大会議室 
 会員募集中 

８ 「宮代の自然と歴史・文化を愛する会」総会 
２２日 

９：00～1０：３０ 月 
まちセン 
 大会議室   

９ 千之子ども教室「グランドゴルフ教室」 ２９日 

８：３５～1０：00 月 小学校グランド   小学校３年生 

３/２０～４/１９ 宮代地区まちづくり協議会 

４
月
１
７
日 

「宮
代
の
自
然
と
歴
史
・ 

文
化
を
愛
す
る
会
」
が
宮
代
の
サ
ク
ラ
を 

観
て
歩
こ
う
会
を
開
催
。
八
重
桜
や
珍
し
い 

ウ
ワ
ミ
ズ
サ
ク
ラ
を
楽
し
み
ま
し
た 

４
月
１
６
日 

宮
代
連
合
自
治
会
総
会
が 

開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
・事
業
計
画
・
決
算 

報
告
・収
支
予
算
の
審
議
が
さ
れ
ま
し
た
。 

４
月
１
４
日 

宮
代
小
学
校
に
て
、
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
小
学
生
の
顔
合
わ
せ
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

４
月
１
６
日 

宮
代
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
・事
業
計
画
・決
算

報
告
・収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 
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  令和５年度自治会役員  お世話になります よろしくお願いします 
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   宮代まちづくりセンタから西方を望む   

中山社北野俳句会 ４月例会から 文芸の広場 宮代伝統の句会、身を地に託し  

その心を言葉の華と咲かせて 

届けて下さる人がいます…… 

✽山の寺 読経朗朗 さき彼岸  
                     久保田 紘義 

✸花の園 親子の笑顔と お釈迦様 
                   傍島 法苑 

❉世界一 目ざす球魂 桜咲く   
                   大羽 志風 
❆日暮れても 風とあそびし 黄水仙  
                   石垣 珠泉                    

〒５０３‐２１２４ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ： ０５８４-２２-１０１０ 

       編 集 ・ 発 行 

不破郡垂井町宮代６６４番地４ 宮代地区まちづくりセンター 

宮代地区まちづくり協議会   西川 一明 

E-mail：miyashirokou@town.tarui.lg.jp 

   宮代の人物シリーズ  

 

紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい 

「宮代の自然と歴史・文化を愛する会」 藤塚 久勝 

 その五   足立吾柳（あだちごりゅう）  

 中山社四世道統の大慈寺住職の足立五柳は、獅子門の俳諧を極め、吾柳の没後昭和34年10月25日、 

 俳諧美濃派33世道統を追贈された。 

 吾柳は、足立伊左衛門の四男として、明治10年（1877年）2月25日、稲葉郡（現在の各務原市） 

 で生まれた。幼名を春太郎と称し、明治22年3月武儀郡郡上麻生村寶樹寺で得度し、 

 明治33年京都天龍寺で修業し、のち宮代大慈寺に入寺した。俳句を森桂園、 

 山田三秋（獅子庵29世）らに学び春和坊・自在庵・吾柳などと称し、 

 昭和6年（1931年）に俳書「薫る梅全」を出版した。また、茶道も 

 よくしました。 

 昭和28年8月24日 没。行年77才。法名は「前住当山完道祖全和尚  

 大禅師」吾柳の代表句の「松風の こころに響く 朧かな」の句碑は 

 岐阜市山県北野大智寺獅子庵上の獅子門歴代道統の連塔句碑と共に 

 あり、なお、その他の代表的な句は次のごとくである。 

 「御忌を撞く 鏡に曇りぬ 東山」 

 「長谷寺や 観音微妙の 牡丹咲く」 

 「道に名も 芳し花も 開く時」 

                  （参考文献） 新修 垂井町史 

   ５月・６月の休館日（予定）     
５月 1日（月）・２日（火）・ ３日（水） 

    ４日（木）・５日（金）・ ９日（火） 

   １６日（火）・２３日（火）・30日（火） 

６月    ６日（火）・１３日（火） 

      2０日（火）・２７日（火） 

 ＜編集後記＞  ★生活防衛 
 先日コンビニで孫三人に同じお菓子を三個買いました。一個税抜き309円の 

 商品を、三個まとめて買うと、消費税込み1,001円になりますが、同じ商品を 

 三回に分けて買うと999円になりました。1,000円しか持っていなかったので 

 助かりました。色々な物が値上げされていますが、生活防衛のため頭を使わ 

 なくてはと思いました。 

    まとめて買う  309×３×1.08＝1.001.16        1.001円 

    別々に買う時  309×1.08＝333.72 333×3＝999     999円 


